
それぞれが考える 「平和」について意見を交わす学生

市
立
大
で
集
中
講
座

英
語
で
ヒ
ロ
シ
マ
を
学

ぶ
広
島
市
立
大
の
夏
期
集

中
講
座

「ヒ
ロ
シ
マ
と
平

和
」
が
２８
日
、

安
佐
南
区

の
同
大
で
始
ま
っ
た
。

韓

国
や
米
国
、
ド
イ
ツ
な
ど

‐２
カ
国
の
学
生
を
含
む
計

４９
人
が
８
月
７
日
ま
で
、

被
爆
証
言
を
聞
く
な
ど
し

て
原
点
を
知
る
。

初
日
は
国
際
学
部
の
西

田
竜
也
准
教
授
＝
国
際
安

全
保
障
論
＝
が
導
入
の
講

義
を
し
た
。

今
年
が
被
爆

６５
年
で
あ
る
と
同
時
に
日

韓
併
合
■
０
０
年
で
も
あ

る
こ
と
に
触
れ

「平
和
の

英語でヒロシマ学ぶ

概
念
は
人
に
よ
っ
て
違

う
」
と
語
り
か
け
た
。

続
い
て
学
生
た
ち
は
１０

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、「あ

な
た
に
と

っ
て
平
和
と

は
」
を
テ
ー
マ
に
意
見
交

換
し
た
。

イ
ラ
ン
・
イ
ラ

ク
戦
争
で
友
人
や
親
せ
き

を
矢
っ
た
ル
ー
ズ
ベ
・
カ

ル
ド
ニ
さ
ん
（３２
）＝
イ
ラ

ン
＝
は

「イ
ラ
ク
人
の
友

人
が
で
き
て
、

初
め
て
憎

し
み
を
乗
り
越
え
ら
れ

た
ｃ

平
和
の
第

一
歩
に
な

る
個
人
の
出
会
い
を
、

こ

の
講
座
で
も
大
事
に
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
い
た
。

（明
知
隼
二
）


